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ー 欧米企業との比較から

日本企業の可能性を探る ー
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（１）見方
援助の対象とみなしてきた貧困層40億人を、ビジネスのパー

トナーとして見る。

（２）考え方
政府の仕事として考えられてきた社会的な課題の解決に、企

業が本業としてアプローチするという考え方。

（３）ビジネス・モデル
政府、国際機関、NGOとのパートナーシップ。
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10年の遅れ

本研究報告の目的

（１）なぜ日本企業は10年遅れなのか？

（２）日本の中小企業の可能性は？

（３）挑戦すべき課題は何か？



なぜ日本企業は10年遅れなのか？

（１）BOPビジネス支援策の不備

（２）危機感、世界観、先見性の欠如

（３）CSR意識の遅れと
パートナーシップの未経験

日本の中小企業の可能性は？

（１）確固たる理念と強い使命感

（２）現地での迅速な意思決定に

裏打ちされた柔軟な現場力

（３）優れた技術・商品・サービス



挑戦すべき課題は？

（１）BOPビジネスの意義
社会的な意義、戦略的意義、イノベーションの宝庫

（２） ニーズ（BOP）とシーズ（日本企業）の

マッチング

（３）支援スキーム
パートナーシップ構築、資金・金融支援

企 業

BOPへの３つのアプローチ
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（出所）佐藤寛「BOPセミナー資料」より筆者作成



対応策の方向性

（出所）BOPビジネス政策研究会 報告書 p19

プラットフォーム創設

（出所）BOPビジネス政策研究会 報告書 p19
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結 論

日本企業、特に中小企業は、潜在的に
高いBOPビジネス力をもっている。

課題は、どう開花させるか？
（１）学界は？
（２）企業は？
（３）政府は？


